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 公立病院は再編統合すべきでしょうか？ 

9月27日の熊日朝刊を見て驚かれた方が多

かったと思います。全国1455の公的病院の

うち、424病院を診療実績が乏しいか叉は近

隣に類似した病院が存在するとして公表しました。 

 熊本県内では7病院（1病院追加で8病院になります）

が含まれており、その中に小国公立病院も入っていま

した。公表された病院は診療体制の再編統合を検証し

なさいという事です。 

 公表の元になった診療実績のデータは平成29年6月

1ヶ月分の診療報酬請求で検討し、地域の特性は検討

材料に含まれておらず

全国画一の基準で算

定された様です。 

 近隣に類似した病院

の定義は、法定速度で自動車での移動時間が20分以

内の病院としています。 

 厚労省の言う再編統合とは、病院規模の縮小、病院機

能の他病院との連携・集約化、病床機能の転換（急性期

病床から回復期叉は慢性期病床）を意味するようです。 

 10月17日福岡で厚労省から九州内の公表された病

院に対しての説明会が開催されました。冒頭、橋本副大

臣が三つの反省点を述べられました。 

 「公表が唐突であり動揺させてしまった事」、「今回の

発表は地域の事情を考慮せず全国画一の基準で行った

事」、「発表は地域医療構想の議論の活性化を促す事が

大事であり個々の医療機関に再編統合を強制する物で

は無い」という事の3点でした。 

 小国郷において小国公立病院は病床を有する唯一の

病院であり、救急指定病院でもあります。 

 しかし、厚労省から再検証を必要とする病院と公表さ

れたからには検証はしなければなりません。 

平成29年6月と令和元年を比較すると、病院の状況は

かなり改善してきました。 

 平成30年小児科常勤医の確保・看護基準の見直し・

訪問診療の開始・地域包括ケア病床の導入・在宅医療サ

ポートセンターの立ち上げ、平成31年県のへき地医療

拠点病院に指定・在宅看取りの開始・地域包括ケア病床

の増床等行ってきました。 

 結果、平成29年6月と比較してもいろんなデーター

が改善しております。 

これらを数字として検証の場である地域医療構想調整

会議に提出して、現在の病床数・病床機能が必要である

事を証明していきたいと考えています。 

 また渡邉小国町長、髙橋南小国町長が12月の町議会

での質問に、現体制の維持をはっきりと表明して下

さったのは公立病院にとって大変力強く、またありがた

く感じております。      

小国公立病院 院長 坂本英世       
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 研修医 
 

熊本赤十字病院から3ヶ月間の

地域医療研修で参りました、研修医2年目の松原と

申します。小国公立病院には学生実習の際にもお

世話になっており、再び小国の医療に携われること

を大変うれしく思います。 

 研修医という身分でまだまだ未熟者ではありま

すが、ひとりの医師として、小国に貢献できるよう

精進して参りますので、何卒宜しくお願い申し上げ

ます。 

 

山﨑信一
やまさきしんいち

  

 3階病棟看護師 

 
 1月より3階病棟で働かせていただいています。 

私はもともと精神科病院で働いていたのですが、

自分の看護師としてのキャリアアップをしたいと

考え、この度入職いたしました。 

一生懸命頑張りますが、ご迷惑をおかけするかも

しえませんが、よろしくお願いします。 
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 おぐに老人保健施設を利用

されています梅木初喜様の

作品です。 

 紹介の許可を頂きましたの

で掲載いたしました。 

 お楽しみください。 

 

村山英史
むらやまえいし

 

 2階病棟看護師 

 
 12月から熊本大学病院より出向してきました。

今回、約1年間お世話になります。 

元々、介護士として働いてきましたが、その後、看

護師として勉強してきました。まだまだ未熟ですが

一生懸命頑張りますのでよろしくお願いします。 

小国の事はまだよくわかりませんが、温泉や自然

巡りをしていこうと思います。 

(撮影者；市川 外来看護師) 『令和初の初日の出』 
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